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の収入 (助成､ 補助)､ ③その他の財源 (増









労しています｣ と述べている (斎藤､ 2004､
p. 74)｡ 現在､ 事業を拡大している病児保育
のNPO法人フローレンスの収入の内訳は､
事業収入 (雑収入含む) 約 73％､ 民間助成
金等 16.1％､ 寄付金 10.7％である｡ イノベ―
ティブなモデルが社会に認知されつつあるも
のの､ 寄付・助成の割合は高いことが見られ
る｡ NPO 法人ぱれっとグループでは､ 収入
一億円 (2005) の内訳は､ 事業収入 25.67％
に対し会費 2.69％､ 補助金・助成金が 64.7
％､ 企業､ 個人の寄付金 6.91％である (谷




































カンボジアに 5か所の図書館､ あるいは､ ス
リランカに学校を作りたいという要望に応え､
モニタリングもきめ細かい｡ TABLE FOR
TWO International (TFT) のように､ 企
業と連携して寄付のしくみ13を作る例なども





























スタッフは日本事務所専従 17 名､ カンボ
ジア事務所 13名 (2010 年 4月現在)､ サポー
ター正会員 125 名､ サポーター会員 2075 名
(2010 年 1 月現在)､ 協賛企業・団体およそ
60 社､ 特別協賛 5社 (2010 年 12 月) 収入合














ている｡ 児童保護､ 職業訓練､ 安定収
入確保､ 女性の自立支援などをおこなっ


















2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度
IT事業 3,801 6,552 40,702 56,018 59,800 47,915 55,873
サポーター・寄付事業 4,440 6,830 13,765 23,897 41,090 55,420 61,284
コミュニティファクトリー事業 198 543 900 3,410 5,558
その他 (スタディツアー含む) 3,546 14,307 3,368 1,550 2,900 2,309 2,465








この当時は､ 寄付金､ 会費事業､ スタディー
ツアーを“ファンドレイジング事業”と呼び､
前年度の目標を超えた｡ 次年度は 1.5 倍の成
長を計画したが､ 実際は 2倍近くを達成した｡
2006 年度は､ 収入規模は､ 全体として前







り､ IT 事業とともに収入の柱となり､ 資金
調達が安定してくる｡ サポーター会員新たに





なる｡ サポーター 1321 人増加と驚異的な伸
びとなった｡
2009 年度は､ 創業以来､ 初めての赤字と
なる｡ IT 事業の不況や警察訓練支援の予算
以上の支出や計上漏れによる｡ 一方､ サポー
ター事業は 1,250 万円の増収となった｡ ただ､
会員になるよりも寄付を行う人が多く､ 目標
新規会員 1,000 名に対し 693 名となる｡ 目標
支援額 3942 万に対し､ 5,248 万達成となる｡











2300 人のサポーターと 100 社の法人会員を
確保した｡ コミュニティファクトリー事業は
前年度比 163％と黒字化に向けて大健闘とな






済的に支えてきた IT 事業は､ 役割を終えつ
つある｡ 一方､ サポーター事業が主要な柱と









































































｢会員証｣ が送られてくる｡ ほかに､ チャリ
ティースポーツを行う ｢サンド会｣ やクリス
マスパーティー､ 勉強会､ イベントなど様々























































































社会的価値 (成果) は異なることである｡ 価
値がより広い対象にもたらされる事業タイプ
から地域に限定されるものまで､ 広がりや影




























































































4 寄付は､ 個人と法人､ その他財団等からなる｡
寄付の種類は､ 現金､ 物品､ 時間､ 労働力で
ある｡
































合い､ 資金を集める (Wood､ 2009)｡
13 社員食堂のヘルシーメニューを選ぶとその代
金の中から 1食につき､ 20 円の寄付金をアフ
リカの学校給食へ支援する｡ 参加する企業､
団体は 2009 年 12 月末現在 224 企業・団体に
達する (寄付白書､ 2011)｡
14 2002 年プロジェクト始動｡ 2004 年 NPO 法人







16 サポーター (会員) 制度として一口千円､ 三
千円､ 五千円からを選択して支援してもらう





し､ 共感した人は ｢共感ボタン｣ をクリック
し､ ワンクリック＝1 円が寄付されるしくみ｡
結果 PCがカンボジアの子供達に送られた｡
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